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はしがき

慢性心不全患者(14人)で1H-MRSを用いて心筋代謝の指標として、心筋クレアチンレベノレ

を測定した。その結果、心筋クレアチンレベルは心不全重症度に従い低下し、左室機能低下や心室リ

モデリングと相聞を認めた。さらに、心筋クレアチンレベルの低下した患者は有意に心臓血管事故が

多かった。したがって、 MRSを用いた心筋代謝の測定は臨床的に有用である可能性が示唆された

(Circ J 2005 69:711-6).犬心不全モデ、ノレを用いたプロテオーム解析では、心不全で20スポットにおい

て有意な変動が認められ、中でも alphaB crystallin， heat shock protein (HSP)27，HSP20が増加してお

りsamllHSPsのリン酸化が心室リモデリングの進展に関与していることを報告した(JCard Fail 

2006;12:77・84)。心不全治療薬ANP持続投与(1週間以内)が慢性心不全患者に対する心室リモデリ

ング抑制に重要な影響を及ぼすアルドステロンやエンドセリンーl濃度を有意に抑制すること、さらに1

週間以上の慢性投与で、はセカンドメッセンジャーの上昇の減弱により ANPの心臓保護作用が減弱す

る可能性を報告した(JCardiovasc PharmacoI 200546:513・518)。

心不全診断、重症度評価、予後、心室リモデリングの評価として有用である BNP濃度が腎臓機

能の影響を受けるか否かを366人の患者において冠状静脈洞左大動脈で BNP濃度を測定、同時に

計測した血行動態と腎臓機能などを用いて多変量解析した。その結果、クレアチニンクリアランスが

60mνmm以下の患者では、心臓からの分秘量が同じでも血中濃度は腎臓からの排世低下の影響を

受けて約2-3倍に上昇することを明らかにした。したがって、 BNP濃度を評価するときには同時に腎臓

機能を会わせて評価する必要があることが明らかになった(JAm CoII CardioI 2006 47: 582・586)。さら

には、 NT-proBNPとBNPの有用性の比較を、慢性心不全と安定狭心症で、評価した(EurJ Heart 

Failure 2007 Circ J， 2007).さらには、メタボリック症候群の重要な因子で、あるアデ、イポメクチン濃度が、

慢性心不全で上昇して心不全愚者予後指標として有用であることを、我が国の愚者を対象として初め

て報告した(E町 HeartJ， 2007， in press). 
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